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TO SHAREHOLDERS

FINANCIAL HIGHLIGHTS

　株主の皆様におかれましては、平素よりGMB株式会社、
並びにGMBグループ各社に、格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。 
　ここに、第61期上半期（2022年4月1日から2022年9月
30日まで）における事業の概況につきまして、ご報告申し上げ
ます。
　私が代表取締役社長に就任してから半年近くが経過しま
した。この間、当社を取り巻く事業環境は、半導体供給問題
や各国の物流の混乱、ロシア・ウクライナ情勢、中国のロック
ダウンなどによって、特に原材料の仕入れや製品供給に大
きな影響がありました。当社の製品需要は総じて堅調であり、
世界経済の乱れも回復しつつはありますが、依然として先行
きに不透明感を残しております。
　このような状況のなか、当第2四半期連結累計期間におけ
る当社グループの業績は、売上高が41,547百万円（前年同
四半期比16.8%増）、営業利益は7百万円（前年同四半期

比98.0%減）となり、経常利益は2,070百万円（前年同四半
期比182.4%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は
1,272百万円（前年同四半期比268.1%増）となりました。
　通期の業績予想は、上半期及び足もとの動向を踏まえ、
売上高を上方修正、営業利益を下方修正、経常利益と親
会社株主に帰属する純利益を共に上方修正し、売上高は
87,000百万円（前期比21.8%増）、営業利益は600百万
円（前期比47.8%減）、経常利益は2,350百万円（前期比
20.3%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は900百万円

（前期比36.3%増）を見込んでおります。
　今後も、持続可能な社会への貢献と一層の事業成長を目
指し、次の飛躍に向けて精一杯努めてまいる所存です。 
　株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援ご
指導を賜りますようお願い申し上げます。
 2022年12月

 代表取締役社長　松岡祐吉

第61期 中間報告書
2022年4月1日  　2022年9月30日



ベアリング

15.1%
6,282百万円

その他

1.8%
725百万円

エンジン部品

36.3%
15,098百万円

駆動・伝達及び
操縦装置部品

46.8%
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売上高
41,547
百万円

製品分類別売上高構成
（2023年3月期 第2四半期累計）

科  目 当第2四半期末
2022年9月30日現在

前期末
2022年3月31日現在

流動資産 50,631 42,947
固定資産 30,431 27,475

資産合計 81,063 70,423
流動負債 39,467 32,957
固定負債 9,269 7,685
純資産合計 32,325 29,779

負債及び
純資産合計 81,063 70,423

（単位：百万円）連結貸借対照表 （単位：百万円）連結損益計算書

科  目
当第2四半期累計 前第2四半期累計

売 上 高 41,547 35,578

営 業 利 益 7 400

経 常 利 益 2,070 733

親会社株主に
帰 属 す る 
四半期純利益

1,272 345

科  目
当第2四半期累計 前第2四半期累計

営 業 C F 407 △320

投 資 C F △1,480 △1,070

財 務 C F 1,999 1,596

（単位：百万円）連結キャッシュ・フローの状況

● 半導体などの部品不足により完成車メーカーが生産調整を行ったこともあり、
新車用部品の販売には一部影響がありましたが、補修用部品の需要は堅調
であり、連結売上高は増収となりました。

● 原材料高や物流コスト上昇などが続く中、原価や経費の抑制に努めましたが、
営業利益は減益となりました。

● 円安による外貨建て資産の評価益など為替差益が営業外で計上されたこと
などにより、連結経常利益は増益となりました。

● 当期の設備投資は49.5億円を計画しており、顧客や市場の動向を見極めな
がら実施する方針です。上半期では約20億円の設備投資をグループ全体で
行いました。

GMBの製品展開
GMBグループは、独立系の自動車部品メーカーとして、駆 動・伝達系やエンジン部品といった多様な機能部品を、
新車用部品と補修用部品の両市場に向けてグローバルに 製造・販売しております。

ボールベアリングテンショナーベアリング

アイドラーベアリング

ベアリング

自 2021年 4 月 1 日
至 2021年 9 月30日

自 2021年 4 月 1 日
至 2021年 9 月30日

自 2022年 4 月 1 日
至 2022年 9 月30日

自 2022年 4 月 1 日
至 2022年 9 月30日

GMBグループは独立系の自動車部品メーカーとして、いち早く
海外展開を進めながら、製品によっては世界トップレベルの量産
規模を誇るまでに成長しております。海外のグループ生産拠点
を有効活用して、グローバルでタイムリーな製品供給ニーズに
対応することができます。

海外売上高
比率
87.8%

日本

12.2%
5,070百万円

その他

5.0%
2,087百万円

アジア

55.4%
23,029百万円

欧州

13.1%
5,423百万円

北米

14.3%
5,937百万円

（2023年3月期 第2四半期累計地域別売上高）

連結財務諸表 CONSOLIDATED FINANCIAL STATEMENTS

GLOBAL SUPPLY SYSTEMGMBの供給体制 事業内容



GMBグループは、独立系の自動車部品メーカーとして、駆 動・伝達系やエンジン部品といった多様な機能部品を、
新車用部品と補修用部品の両市場に向けてグローバルに 製造・販売しております。

ユニバーサルジョイント

サスペンション

ピニオン・シャフト

ステアリングジョイント

バルブスプール

等速ジョイント

駆動・伝達及び操縦装置部品

受注が本格化している電動ウォーターポンプや統合熱
管理モジュールなど電動化対応製品の販売を着実に伸
ばしてまいります。生産ラインや研究開発にも積極投資
を行い、新製品開発と生産体制を強化してまいります。

主要顧客の工場操業停止の影響で、現在ロシア工場が
稼働を停止しておりますが、今後も、消費地の近くに生
産拠点を置き、顧客や市場への対応が迅速にできる体制
整備を進めてまいります。

世界各国で、コロナ前の水準と比べて新車供給が伸び悩む
中、修理をしながら車に長く乗る傾向も見えることから、当
社の補修用部品の需要も高まっております。アジアをはじ
めとして、需要が旺盛な地域については、販路開拓・拡大を
進め、エンドユーザーの満足度向上を目指してまいります。

研究開発の取り組み

新車用部品市場について

補修用部品市場について
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エンジン部品

設備投資の状況 配当及び経営指標

MANAGEMENT STRATEGYBUSINESS ACTIVITIES GMBの経営戦略



発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数
大 株 主

19,000,000株
5,291,269株

2,709名

商 号 GMB株式会社
会 社 設 立 1962（昭和37）年5月
資 本 金 870,489,261円
代 表 者 代表取締役社長　松岡　祐吉
従 業 員 数 連結　2,676名／単体　317名
事 業 所 本社・奈良工場

〒636-0295　奈良県磯城郡川西町大字吐田150番地3
TEL.（0745）44-1911（代）　FAX.（0745）44-1930
Web Site  https://www.gmb.jp
八尾工場
〒581-0814　大阪府八尾市楠根町4丁目36番地3号
TEL.（072）997-1521（代）　FAX.（072）929-4115
GMB Sales & Marketing Office
〒541-0046　 大阪府大阪市中央区平野町2丁目3番地7号 

アーバンエース北浜ビル12F
TEL.（06）6206-5762（代）　FAX.（06）6206-5763

（注）持株比率は、小数第2位以下を四捨五入して表示しております。

当社Webサイトでも会社情報や最新のIR情報がご覧いただけます。

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

松岡　信夫 1,053,432 19.9
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 350,400 6.6
松岡　栄子 237,567 4.5
ＧＭＢ従業員持株会 146,370 2.8
松岡　祐吉 135,646 2.6
松岡　祐広 124,813 2.4
金本　順子 120,406 2.3
庄司　聖吾 104,078 2.0
槇田　重夫 97,700 1.8
具　　綾子 84,813 1.6

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
TEL　0120-094-777（通話料無料）

（受付時間　土・日・祝日等を除く9：00～17：00）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所 スタンダード市場
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　https://www.gmb.jp
（ただし、電子公告によることができな
い事故、その他のやむを得ない事由が
生じたときは、日本経済新聞に公告し
ます。）

証 券 コ ー ド 7214

1． 株主様の住所変更、買取請求、配当金の振込指定その他
各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて
いる口座管理機関（証券会社等）で承ることとなってお
ります。口座を開設されている証券会社等にお問い合わ
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつき
ましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となってお
りますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信
託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託
銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支
店でお支払いいたします。

▲トップページ
https://www.gmb.jp

GMBネットワーク （2022年9月30日現在）

株主メモ

Webサイトのご案内

詳しい財務情報については、
IR情報ページをご覧ください。

RUSSIA

GMB RUS AUTOMOTIVE LLC.

ROMANIA

GMB ROMANIA AUTO INDUSTRY S.R.L.

CHINA

青島吉明美汽車配件有限公司

青島吉明美机械制造有限公司

THAILAND

THAI GMB INDUSTRY CO., LTD.

THAI KYOWA GMB CO., LTD.

JAPAN

当社（GMB株式会社）・八尾工場・
GMB Sales & Marketing Office

KOREA

GMB KOREA CORP.

第一工場・第二工場・瑞山工場

AG TECH CORP.

GMB ELPIS CORP.

UNITED STATES OF AMERICA

ニュージャージー本社

GMB NORTH AMERICA INC.

カリフォルニア倉庫

GMB NORTH AMERICA INC.

吉明美（杭州）汽配有限公司

吉明美汽配（南通）有限公司

AUSTRALIA

GMB OCEANIA PTY. LTD.

COMPANY PROFILE STOCK INFORMATION会社概要 （2022年9月30日現在） 株式の状況 （2022年9月30日現在）

ご 注 意


